特殊自作PC製作奮闘記
レッドフォード
はじめに

これは2010年11月～2011年3月までの自作PC行動の記録である。

色々の経緯を書いておく。
まず、私はコンピューター業界に居ながらも、ソフトのことは大体およそ理解ができるが、ハード面に関しては触ってすらいなかった。それでもわかるだろうと思いこんでいたが、今回の行動により全くの無知識であることを思い知らされた。

なのにも関わらず今回不思議なことに挑戦したのは、普通にやってもプラモデルを組み立てるだけで終わりそうだと感じたからである。

結局使うPCは、ノートがメインになると思うので、性能のよいPCを作りたいと言うよりハード面に関しての興味からなので、性能はこだわっていない。
やりたい放題やっている。

ちなみに、趣味ではこれが最大で優先だったが、それよりも優先な学校や会社の課題があったので、時間がかかっている。
ここでは、特に苦労した部分や、記憶に残った部分、知識になった部分について上げていきたいと思う。

今回特に特殊な点は、以下の項目だ。

『デスクトップPCでありながら、ケース／ディスプレイ／HDDが存在しない』
ケースはただ単にケチっているだけであるが(それでも無駄に寄付したが)、ディスプレイがないのはコンバータと言うのをしてみたかったからだ。また、HDDがないのも、無駄に余ったUSBフラッシュメモリをどうにかして使えないかと思ったからである。
かなり無理やりなこじつけである。
ケースがないゆえに電源スイッチをどうするか、ディスプレイがないゆえに接続コードがどんな種類か、USBがハードディスクの代わりであるがゆえにOSをどのようにインストールするかなど、ここでも無駄な(？)壁が発生したことから、色んな勉強になったと思う。
以下、解説していく。

私の宇宙(脳)から突然出た思いに、ツッコミどころ満載だと思うが、静かに見守られたい。

だが、きっと面白い。
レポート調ではあるが、個人のブログを楽しまれるかのようにご覧頂ければ幸いだ。
目次

2010年11月(事前準備)
・１－１．買い物リスト

・１－２．レンズクリーナーとBlue-Rayディスク

・１－３．やりたいことリスト
・１－４．グリッドコンピューティングの私用転用不可
・１－５．大容量USBフラッシュメモリのソフトRAID0(ストライピング)不可

・１－６．大容量USBフラッシュメモリにOSをインストールできるのか

12月(物品収集開始)

　・２－１．メモリの種類の存在
　・２－２．CPUの代替案と死滅、水冷ファン

2011年1月(部品の収集と組み立て開始)

　・３－１．起動に必要なワット数

　・３－２．テレビへのダウンスキャンコンバータ

　・３－３．映像端子HDMIとD-sub15ピン、コンポジットとコンポーネントについて
　・３－４．コンバータを使ったマルチディスプレイ

　・３－５．グラフィックボード2個搭載機能SLIとクロスファイア
　・３－６．PCI-Express16x2.0

　・３－７．バイオスの種類とブザー音、起動の仕方
　・３－８．メモリとの相性

　・３－９．マザーボードのグラフィックボードスロットの故障

2月(ブート動作確認と買い直し、OSインストールと音)

　・４－１．一回りサイズの小さいマザーボード規格MicroATX

　・４－２．ケースの自作と組み立て

　・４－３．電源接続変換コード

　・４－４．グリスの必須性

　・４－５．USB扇風機と温度計の設置
　・４－６．MEのメモリ認識限界領域と、USB-XPSP3の不可

　・４－７．Line-outとイヤホン端子、アンプ(増幅器)とレベル(電圧)とインピーダンス

(抵抗)

　・４－８．まとめ　かかった費用とこのPCの特徴

・４－９．おまけ　ノートPCの分解と中身、構造
2010年11月(事前準備)
１－１．買い物リスト

まず何をしたいのか。何から始まるべきか。で、とりあえず集めたい物を用意することに。

以下は、買い物リストだ。まずこの時点で、確実に決まっているものを上げることにする。
・USB外付けBlue-Rayドライブ(ネット振り込み14800円)
・BOOT革命 ver4 pro アカデミック版(取り寄せ8000円強)
・USBハブ10ポート(5000円弱)
・キーボードカバー(1000円強)
・LANコードとカードリーダー(100円x2)
・ディスプレイ(数万)
・マザーケース(数千)
・マザーボード(数千)
・グラフィックボード(5000弱)
・サウンドボード(数千)
・CPU　リアル2Core(？？？？)
・メモリ　2GB(1万)
・HDD　1T？(1万)
■USB外付けBlue-Rayドライブ(ネット振り込み14800円)
OSをインストールすることから、CDドライブがないと不可能なのだが、なぜか内蔵ではなく、USB外付けしかもブルーレイドライブと高価値なもの。
ASUSのミニノートPCを持っているのだが、それにはCDドライブがないので、そいつにも使えるようにしたかったのだ。また、ブルーレイディスクと言うものを扱ってみたかったというのもある。今回、実際にはインストールでCDドライブを使用していない。
■BOOT革命 ver4 pro アカデミック版(取り寄せ8000円強)
MeやXPはUSBにインストールできるようだ。
98系はまだセキュリティが甘く、XPは人気があったため改造でUSBにインストールできるようだ。

しかしセブンに関しての情報では、アーク情報システムが出しているブート革命と言うソフトがUSBにOSをインストールできるとのことだったので、それを買うことにした。
エクスターナルインストールと言う機能で、USBからOSをインストール・起動できるようにすると言う、マイナーでありながらも素晴らしい機能である。

この機能はプロフェッショナル版しかない。

また、まだ学生であったため、リーズナブルな値段で取得することができた。

■USBハブ10ポート(5000円弱) キーボードカバー(1000円強) LANコードとカードリーダー(100円x2)
家には無駄にUSB機器が散乱していた。箱の中に眠らせておくのもなんだし、全部使ってみたいと言うよくわからない欲求から、ハブを購入することに。
デスクトップなのでキーボードを空間に放置する可能性があることからカバーも購入予定。
99円ショップに行ったら、LANコードとカードリーダが99円で売っていたので既に衝動買いした。LANコードは当たり前に必要だったが、カードリーダを買ったのはミニノートPCとのデータ交換用であり、また使ってみたかったというのもある。

■ディスプレイ(数万)　マザーケース(数千)　マザーボード(数千)　グラフィックボード(5000弱)　

サウンドボード(数千)　

デスクトップとしてなくてはならない基本のボード(基盤)類である。

この時点ではまだディスプレイやケースが必要なことは念頭に置いていた。
ただ、ケースと言ってもケースの代わりになるものを検討していたのだが。

グラフィックボードはともかく、サウンドに関してはオンボードですませている人が多数のようだが、一回使ってみたいとのことで購入を決めていた。

■CPU　リアル2Core(？？？？)　メモリ　2GB(1万)　 HDD　1T？(1万)
PCの性能となるものである。
リアル2Coreというのは、最近では仮想マルチコアと言うのが多数だが、実際に複数のCPUを設置してみたいと思い、検討していたものである。
メモリは高価値なので結構な予算で見積もりしていた。

また、当時はHDDも最悪の時のために検討していたのである。

最悪って、何が最悪なのかわからないが。(むしろ普通だ)

１－２．レンズクリーナーとBlue-Rayディスク
Webサーバ構築やC#XNAを勉強していたら商品が届いた。

最初に手元に届いたのは、USB外付けブルーレイドライブ。
途中、レンズクリーナーなど衝動買いもした。
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レンズクリーナーは、中心に近いところに一部分だけ、ブラシのような毛が数本強く生えている。
これを入れて再生すると、ドライブ側のレンズを拭いてくれるのだろう。

一つの記憶になった。

どうせブルーレイ買うなら両面RW的なものを１枚だけ欲しいなと思い、
BD-RE DLというものを買った。
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おそらくREのEはイレイス、消せるって意味だから、RWと実質変わりはないだろう。
DLってのがダブルラインの略で両面だと思った。
一つ１６８０円。これで50GB。
CD-Rが700MBとして約70枚分！フロッピーとCDの比には及ばないものの
それぐらいの価値の差が出ているようだ。
家に帰って、片面が2層って書いてあるのに、面が片方しかなかったことに気付いた。
あれ？と思い調べてみると、片面のみに2層分ある　という意味のようだ。
てっきり片面がそれぞれで合計2層分あるから両面なのだとも思ったが
今ほとんど両面は需要が下がっているらしい。
ミニノートの方でも書き込めることを確認した。
１－３．やりたいことリスト
やりたいこと。○は可能、×は不可能を表している。

○リアル２コアのマザーボード。しかしCPUはソケットA。 
古くて性能の低いCPUと、最新で性能の高いCPUを同時に機能させるとどうなるのか？
もちろん、中途半端な機能になるだろうと予測しているのだが、どれぐらいになるのか体感したい。

また、コアが2個以上と言うのは、私たちの世代がPCを知り始めた時期ではかなりの理想であったため、試してみたいという理由の一つでもある。

しかし、このご時世にソケットAなる古いCPUの口に合うものがほとんど見つからないため、収集に苦労することになる。

○トリプルブートのOSを持つ。内容はMEとXPと7。 
Meは、私が経験したことがなかった故に入れたかったものだ。
XPは、一番使用期間が長かったため、使いやすいので入れる。

セブンは、最新のOSなので体験しておきたいと言ったところだ。

最初にセブンかその他のOSかを聞かれるブートが立ち上がり、セブンを選ぶとそのまま起動へ。

その他のOSを選ぶと、そこからさらにMeかXPかを選択するブートに移行するようになっている。

○3Dゲーム用のマウスをダブルで接続し操作する。 
どのマウスを買うか選んでいる時、とりあえず最高峰の値段のものを見てみた。
こんなマウス、誰も使わないだろうと思い、興味が出て買ってしまった。

作るPCは特に性能を重要視してないのだが、何故かゲーム用のものを買うことにした。

単純に2個繋いだら、両方とも普通に動くのだろうけど。

○そしてケースは何故かクーラーボックス。 
おそらく、今回の自作PCの中でも一番の謎に当たると思うのだが、私はクーラーボックスというもの自体をこれまた勘違いしていた。

PCが熱くなるのなら、それ自体を冷やせばいいと思い、元は冷蔵庫を考えていたのだ。(壊れる壊れる！)だが結局値が張ってしまうので(引っかかるとこそこ？)、それの1個レベルの低いクーラーボックスなるものを考えた。クーラーと言うから冷すのだろう、ボックスと言うから冷蔵庫の小さい版だと思っていたが、全然違う。
これから作るPCがどれくらいの大きさになるかわからなかったので、ケースの話はまた後にする。お楽しみに。

普通は規格があるからわかりきっているはずなのだが・・・この辺りも後の1月位に理解することになる。

私は色々な意味で相当常識がなかったようだとも思う。

○グラフィックボードとサウンドボードをつける。 
私は、PCというものはマザーとCPU、HDDとメモリさえあればできるものだと思っていた。
もちろん、その他の機能がオンボードであればそれでできるのだが、基本的にはこれらのボードは必須だ。

ノートPCはあの小ささで全てを内包しているので、驚きだ。

あの小ささだから、その程度(グラフィックやサウンドボードがなくても良い)と考えていたのだろう。

１－４．グリッドコンピューティングの私用転用不可

×グリッドコンピューティングをして、複数のマシンパワーを一つに集約させる。 
私はグリッドコンピューティングを勘違いしていた。

家にある余ったPCのCPU処理を、メインのPCの処理作業にあてられるものだと思っていた。

おおむね間違っていないが、この技術はスーパーコンピューターやマザーコンピュータが、円周率を求めたり、医学や白血球の計算をするために扱われるものだ。

全国の、ネットに繋いでいる個人PCに、許可を得たスパイボットをインストールしてもらい、PCのアイドル時間が多い場合に、そのマシンパワーを借りる、と言う技術だ。

だから、個人のPCで、フォルダアクセスやフォトショップを早く読み込ませるようなことに転用はできない。

そもそもグリッドコンピューティングでは、特殊なソフトの計算に対してのみにしか処理を与えられないので、フォルダのアクセスやフォトショップの読み込み分散と言ったソフトが存在しないからグリッドコンピューティングできるわけはないのである。

このことからできないとわかったが、勉強になって良かったことの一つでもあった。

やはり、色んな事に興味を持つのは面白いことだ。

１－５．大容量USBフラッシュメモリのソフトRAID0(ストライピング)不可

×よしんばRAID0機能追加。 
USBフラッシュ機器が無駄にたくさんあったため、一つに集約させたいと思った。
4GBのUSBを二つ繋いでRAID0にしようと思ったが、ダイナミックディスクに変換できないようだ。
スレイブの方も試してみたが、ダイナミックディスクへの変換項目があるが白抜きになっていて使えない。
仮想では、スレイブが認識されずだったしで試せなかった。
ということでグリッドもRAIDも無理で、性能は大分パワーダウンの予感だった。
リアル２コアにするつもりだが、元がしょぼいからどうしようもなさそうだ。
１－６．大容量USBフラッシュメモリにOSをインストールできるのか
できる。以下手順。
	・メインPCにてfat32formatterを使い、約30GB前後のパーティションを作ってフォーマット 
　(98～ME限界容量対応の為) 
・サブPCの内臓HDDを抜き、USBから読み込むようにブート設定 
　(内臓に新ブートが書き込まれないようにする為) 
・途中で何度かフリーズするが、再起動を繰り返し何とかインストール＆起動可能 
　(USBだから物凄い時間かかります) 
・ここで一旦メインPCに戻り、true imageを使ってバックアップファイルを取る(ここ重要！) 
・取ったバックアップファイルを使い、そのまま早速元のディスクに復元 
　(※意味無いように思われるが、ここでXPでもUSBから
　立ち上げられるようにフォーマット形式が変わります。
　MEでも立ち上げられるようにFAT32にしておく) 
・サブPCに戻り、USBからMEを立ち上げ、XPをインストール。 
　(XPをUSBから立ち上げられるように、i386内のusbport.inf関連のファイルを改造してます) 
・インストール最中、USB関連のドライバでいくつか質問されるが、はいはい進む 
・なんとか起動可能。 


	


ここで勉強になったのは、OSが95では2GBまで、98/MEでは128GBまでの容量しかHDDを認識しないということだ。

また、i386フォルダ内の設定ファイル(inf)さえ理解して改造してしまえば、なんでもできてしまうということだ。

この辺りのシステムの奥深いところは、将来ややこしいことを考えることが必要になった時にきっと役に立つであろう。
12月(物品収集開始)
グループ作業と会社課題が本格化してきた中、就活の残りや友人誕生日買い物、コミックマーケット参加サイト調査などをしていた。ソケットAのCPUが見つからない・・・。
２－１．メモリの種類の存在

大須へ。マザーの起動は電源だけ買って取り付ければいいと思っていたが、コネクタとなる部品とそれをどこにつけるかの説明書がないとどうにもならないということもわかった。
メモリについてジャンク売り場に行って色々聞いたところ、メモリには一般用とサーバ用があり、チップが奇数枚だとサーバ用らしくて一般PC用マザボには使えないらしい。
偶数枚だと使えるとか。
また、偶数枚でもメモリの機種にEECと書いてあるものはサーバ用だが、マザーボード側が対応していれば使えるらしい。
ここでメモリの主要の話だが、メモリにはDDRという規格があることもわかった。

それも4種類ある。

かなり古いSD-RAMから順に、DDR、DDR2、DDR3だ。グラフィックボードや最新ではDDR3が流通している。

これの見分け方だが、単純に見た目でもスロット部分の穴が違うが具体的には、PC2100などの数字を8で割った時の数で分類される。
DDR(1)に該当するものでは、PC1600～2100～2700～3200(つまり、200～266～333～400)が数えられる。
	SDRAM
	DDR
	DDR2
	DDR3

	PC100～133
	PC1600～3200

(PC200～400)
	それ以上
	今回は調べていない


今回必要なものではDDRが該当したので、例えばこれ以上の数字5000などを示しているものはDDR2となり、欲しいマザーボードに合う規格に合わない、というわけだ。

もしくは仮に口があったとしても、読み込まれないというわけだ。

ソケットAのCPUが古いためこれにマザーボードを合わせるとなると自動的にメモリも古いものに対応させざるを得ない。さらに手に入れるとしても中古のため、動作しない可能性があり買い直しの線も出てくるので大変だった。

これで後に買い直しで知ることになるが、SD-RAMというさらに古い機種のメモリでは規格の表記がDDRと違い、8倍した表記はない。PC100～133という表記がされており、スロット部分の穴も違うので、今ではもはやレア機種と言っても過言ではないだろう。
ちなみに穴があるのは、スロットの挿し間違え防ぐためにわざと空けられているものである。
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２－２．CPUの代替案と死滅、水冷ファン

あまりにソケットAのCPUに対応したマザボが存在していないので(CPU自体はすでにネットで手に入れていた)、今現在存在している中で手に入れられる最古のCPUにすることにした。

AMDの製品が良かったので、それで調べると939というのがありそうだ。
今ではフェノムというのが最新作で、少し古くてもAM2というのが店頭販売されている。

ジャンクだとパーツ取り専用だから動かないので、中古で見たら、939が存在したので、CPUとともに勢いで買ってしまった。

別の店で動作確認を依頼したが、ファンを用意していないのでできないと言われた。
ファンを用意しないと、数秒でCPUが死んでしまうらしい。

後にわかったことだが、最近のマザーボードだと、CPUがいくら熱くなってもマザーボード側が制御をかけて、CPUの熱が100度近くになると壊れる前に自動的に電源を落としてくれる。また、電源をつけたままでもない限り、手で触りたくっても静電気で死ぬことはないことが実際やってみてわかった。

この辺りの、こうすると壊れるという都市伝説は、95時代の相性の悪さがモロに出ていた時の自作PCの話のようだ。

昔のマザボは制御もかけていなく、CPUも弱かったので熱や静電気で簡単に死ぬデリケートな機器だった。実際に体験した。見た目は欠ける前後で何も変わっていないので、知識がないと判断がつかない。後述するがCPUが壊れているかどうかは、ブート起動前のブザー音で確認するしか手立てがない。
そんなこんなでファンが必須であることを認識し、ファンを買おうとしたが、ここでも珍しい物好きが発揮。水冷を買うことを決めた。

ただし、水冷は最新のものであるため、古いCPUに対応したものが存在するのかどうかが不安だった。正確には、古いCPUファン固定の規格に合うかどうか、だ。

捜索したが名古屋界隈には存在しないことがわかったので、ネットショップに頼ることにした。


小さくて申し訳ないが、これが水冷ファンである。水丸壱号と言う。

後述するが、普通のケースを手に入れないため、取り付け方がかなり適当になる。

2011年1月(組み立て開始)
クラスメイトの人間レベルのあまりの低さにイライラし始め、それをみつどもえというアニメでストレス解消していた。
12月時点でマザーボードやグラフィックボードはすでに買っていたのだが、他のやることをやっていたので、買いっぱなしで放置していた。本格行動開始は1月からだ。

３－１．起動に必要なワット数

コンセントに繋ぎっぱなしにしておけば常に電気が供給される。
だから電源が落ちることはないだろうと思っていたが、起動時にそれ以上のパワーを必要とすることになった場合、起動すらしないということが店員さんの話でやっとわかった。

だから、財布と相談し慎重に選ぶことにした。
今回はHDDやCDDが存在しないのでその分かなり節電になるのだが、USB機器の数がハンパないのでその分の電量を合わせても大丈夫か調べてみると、USBの電気は大したことないらしい。それにハブで別途供給しているので心配要なさそうだ。

ということで、特に重いゲームをやるわけでもないので、450Wのものにした。

最近の3Dオンラインゲームをやるとなると、最低でも800Wは必要らしい。

この数字は、グラフィックボードが多くを取ると言う。
３－２．テレビへのダウンスキャンコンバータ

欲しかったディスプレイが販売終了していた。まだ2年前のものだから残っていると思っていたのに。
各電気屋さんで取り寄せを願うも、製作も終了していたらしく、どうしようもないので、前から気になっていたコンバータをすることに。PCのゲームをテレビに表示してやってみたかったのだ。変換時のラグが心配だったが、キャプチャーとはまた意味が異なるのでその心配もいらな

かった。

あと、メモリだが実際には1月に買って色々知ったことになる。
この時期では合わせてサウンドボードも買っていた。
同じボードの種類だが、サウンドに関しては比較的安いものだとわかった。

３－３．映像端子HDMIとD-sub15ピン、コンポジットとコンポーネントについて

ダウンスキャンコンバータをネットから取り寄せるため、どういう入力の規格と出力の規格が必要なのかを調べたり友人に聞いたりしていた。
ハルフェスティバル(大学で言う卒研発表のようなもの)では、研究結果をディスプレイに投影するのにHDMIを利用するという話がグループの中で展開していたが、ここだけの話、私は理解できておらず話についていけてなかった。HDMIとはディスプレイを繋ぐ口の名称のことだったのだ。

HDMIは最近の、テレビとPCディスプレイ両用のものによく使われている。高解像度で、液晶、さらに音まで一緒に伝達してくれるものもあるようだ。
ただ私の持っているブラウン管のテレビはそんな高機能ではないので、これは外すことにした。

テレビの裏側を見ると、D端子、S端子、コンポジット、コンポーネントと書いてあった。

D端子はイレギュラーすぎるので、赤と白と黄色の端子になる機器で繋ぐことにしたので、ダウンスキャンコンバータの出力はコンポジット、入力はD-sub15ピンのものにした。
まず名前だけでは見た目がどんなものなのかがわからなかったのでWikiで調べまくったことを覚えている。
私たちが通常業務で使っているディスプレイに挿していたコードは、D-sub15ピンと言われるものだ。
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自作PCに興味がなければ、IT系に携わっていても知らない人が多いような気がした。

マザーボードにあるオンボードか、グラフィックボードにあるD-sub15ピンのコードから、ダウンスキャンコンバータへ入力し、そこからコンボジット端子でテレビへ繋ぐ構造だ。
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ここで大いに理解に苦しんだことがある。
テレビの裏側には、RGB端子(またはRCAという)ところに矢印で、コンポーネント　と書いてあるのだ。
しかし、映像を出力する端子をつけるのはコンポジット端子なのである。
どちらが本当なのか？というのを友達に質問攻めした。

これはどちらも本当で、


３－４．コンバータを使ったマルチディスプレイ
とりあえずコンバータの挙動を確認するために、メインPCの内容をテレビに投影することにした。
すると、メインPCでマウスのポインタが画面右端を超えて行けてしまう。すると、マウスポインタがテレビに表示されているのだ！

つまり、マルチディスプレイである。
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３－５．SLIとクロスファイア
CPUの2個搭載はもうほぼ諦めていた。その代わり、グラフィックボードも2個搭載できることを知った。クロスファイアと言う。
買ったマザーボードに付属としてついて来た機器に、謎のブリッジ機器があったので調べてみると、SLIといいこれもクロスファイアに相当する、グラフィックボード2個搭載用の機器であることがわかった。
だが、グラフィックボードを2個搭載できるようにするには、マザーボード側にもグラフィックボード側にもその機能が対応可能である必要があり、さらにそれがかなり高い値段の張るもので最低でも単体で１万円以上するものである。
二つ揃えたら数万円以上だ。

マザーボードに、グラフィックボード２個統合用の機器がなければ、それも買う必要がある。

しかもそれは多量の電量を要し、すでに買った電源ではワット数が足りない可能性があったため、グラフィックボードを2個にする試みも諦めることにした。
ただ、そういう機能があるということを知れただけ、勉強になったと思う。

クロスファイア対応のものは高機能であるため、低機能であるVGA出力(D-sub15ピン)やコンポーネント(コンポジット)出力がない。
つまり、コンバータを介してブラウン管のテレビには直接変換投影できないので、今回は見送ることにした。

３－６．PCI-Express16x2.0
CPUやメモリ、CPUクーラーの規格はわかったが、肝心のグラフィックボードを挿すところの規格がわかっていなかった。
調べたり店員さんに聞いたりすると、PCI-Expressというところに挿すようだ。
それもバージョンがあって、1.0と2.0があるらしい。
マザーボードが1.0しか対応してないと、読み込まれないというかそもそも口が合わないようだ。マザーボードが2.0に対応していたら、1.0のものを挿すことができる。
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ちなみに今回、マザーボードは2.0に対応しているがグラフィックボードは1.0であったため、挿しこみ口には空白がある。
正確に言うと、挿される側は広いが、挿す側のスロットは小さいため、スカスカの部分があるということだ。
これでもちゃんと機能するのだから、応用も利いてしっかりしたものだと思う。

３－７．バイオスの種類とブザー音、起動の仕方
一応、揃えるものを揃えて起動をしてみた。
電源スイッチがないのにどうやって？ということだが、メモリの種類を聞いていたお店でそのやり方を聞けた。

ケースがある場合にマザーボード本体に繋ぐ端子のところ2ピンを、電源供給のスイッチを入れた状態でマイナスドライバーか何かで繋いで通電させてやればいい。

一般人にはかなりシュールな起動の仕方だが、動作確認ではよくやることであった。
また、動作確認では、バイオス起動前のブザー音でどの機器が悪いのか確かめられるという方法がある。
バイオスのバージョンによって、同じCPUが悪いのでもブザー音が違ってくるので、説明書などでバイオスのバージョンを知っておくことが重要だ。

バイオスにはAWARDとAMIというバージョンが存在する。基本的にAWARDである。
	AWARD

	Beep音
	回数
	メッセージ

	・
	短
	正常にboot

	・・
	短×２
	CMOSセッティングエラー

	－・
	長　短
	DRAMエラー

	－・・
	長　短×２
	ビデオカードかモニターの接続エラー

	－・・・
	長　短×３
	ビデオカードがない、あるいはビデオ RAM のエラー

	－・・・・・・・・・
	長　短×９
	ROMエラー

	－－－－－(連続)
	長の繰り返し
	DRAM挿し込み不良

	・・・・・・・・・(連続)
	短の繰り返し
	電源供給の不具合


	AMI

	Beep音
	回数
	メッセージ
	詳細

	・
	短
	DRAMリフレッシュ失敗
	割り込みタイマーあるいは割り込みコントローラーの不具合と思われる。

	・・
	短×２
	メモリーパリティーエラー
	RAM の先頭の 64KB でパリティーエラーが発生。RAM IC の不具合と思われる。

	・・・
	短×３
	メモリーエラー
	RAM の先頭の 64KB でエラーが発生。RAM IC の不具合と思われる。

	・・・・
	短×４
	システムタイマーエラー
	システムタイマー/クロックの破損、あるいはメモリーの最初のバンクでエラー発生。

	・・・・・
	短×５
	CPUエラー
	CPU の不具合。

	・・・・・・
	短×６
	キーボードエラー
	キーボードコントローラー IC のエラー。

	・・・・・・
	短×７
	CPU 例外エラー
	CPU もしくはマザーボードの回路の不具合。

	・・・・・・・・
	短×８
	ビデオカードメモリーエラー
	ディスプレイメモリーのリード/ライトエラー。

	・・・・・・・・・
	短×９
	ROM チェックサムエラー
	おそらく BIOS ROM の破損。

	・・・・・・・・・・
	短×１０
	CMOS エラー
	CMOS シャットダウンレジスターのリード/ライトエラー。

	・・・・・・・・・・・
	短×１１
	キャッシュエラー
	L2 キャッシュエラー。

	－・・
	長　短×２
	ビデオシステムエラー
	ビデオ BIOS ROM、あるいは水平復帰に不具合。

	－・・・
	長　短×３
	メモリーテストエラー
	64KB 以上のメモリー領域でエラー発生。

	－・・・・・・・・
	長　短×８
	ディスプレイテストエラー
	ビデオカードのテストでエラー発生。

	－
	長×１
	POST 成功。
	-

	－－
	長×２
	POST エラー
	ハードウェアのテストでエラー発生。


３－８．メモリとの相性

バイオスが起動しないので、ブザー音で確かめてみた。どうやらメモリが悪いようである。
メモリのスロットは4スロットあり、512MBのメモリを4個搭載していたのだが、メーカが違うものを搭載していた。1個1個で確認していくと、BIOSは起動してくれたのだ。
だが、一つだけBIOSが起動してくれないパターンがあった。

その時のメモリは、このマザーボードと相性が合わない、ということである。

他のメモリが相性が合っていても、一つでも相性の合わないメモリを搭載していると、自動的に読み込まないのではなく、他のメモリとの適応不足を起こし、BIOS起動まで行かないことがわかった。

これはかなりゆゆしき事態である。今回は古いメモリだから安くて良かったものの、高い値のものでこの結果だったら大損だ。相性だけは、事前に確認することもできず、実際にやってみるまでわからない、ハイリスクローリターンなのである。
３－９．マザーボードのグラフィックボードスロットの故障

バイオスがようやっとついたというのに、何故か突然つかなくなった。

サポートコーナーにマザーボードを持って行って確認してもらうと、マザーボードは生きている。
確認の仕方は、電源を入れた後、キーボードのNumlockキーを押すことだ。

これでLEDが点灯すれば、通電はできているということだ。

ここまで来ると言うことは、CPUやメモリも大丈夫。
しかし、画面にBIOSが映らない。

グラフィックボードが悪いのか？と思ったが、店側の検証用のグラフィックボードで、BIOSが映ってしまった！

映ってしまったというのは、私が持って行ったグラフィックボードでは映らなかったのだ。

しかし、これは他のマザーボードで映せる能力が存在していることを確認している。

そして、このBIOSを映せたのは、店側が所有しているグラフィックボードの中でも一つだけだったのだ。

メモリならともかく、グラフィックボードとの相性が悪いなど聞いたことがなく、店員さんもかなり不思議がっていた。

予想では、おそらくマザーボードのグラフィックボード端子の一部分だけが破損し、その有効なグラフィックボードではその端子の部分だけ必要としていないのだろうということ。

かなりの不可解な現象を無理やり納得することにし、このマザーボードはジャンク品として売却することにした。せっかくパーツを集めたのに、これでまた0からのやり直しなのだろうか・・・。パーツに合わせたマザーボードを選ぶしかない。
2月(ブート動作確認と買い直し、OSインストールと音)

４－１．一回りサイズの小さいマザーボード規格MicroATX
OSインストールまで行くことなく死滅してしまったマザーボードに別れを告げ、新たなマザーボードにすかさず浮気。
元々、CPUが939でクロスファイアにも対応しているものを探した時に、インターネットで安く表示されていて気になっていたものだ。

前のマザーボードはこれを見る前に見つけて勢いで買ってしまったので、買い直しを検討していたから、むしろ良かった。

家にデスクトップPCを置くスペースに配慮しており、ケースも自作するつもりだからなるべく小さい方がいいと思っていただけに、災いを転じて福となす状況だったと言える。
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４－２．ケースの自作と組み立て

自作製作状況はより現実味を帯びて混沌としていく。
ケースの代わりとしてクーラーボックスを考えていたのだが、この商品は夏限定の季節もののようだった。
テレビ番組でワカサギ釣りなどをしていたのでてっきりあるものだと思っていたが、イレギュラーのようだ。

それにしても、クーラーボックスでは、グラフィックボードをマザーボードに挿した状態に入りきらないので、代わりとなる案を考え始めていた。
それが木箱である。MicroATXの規格を確認し、上下左右の長さを確認した。

しかし、ケースが存在しない故に水冷ファンの取り付けができないので、本来空中に固定するはずが変な風に地面においたままにするので、単にATXの規格の長さを考えるだけではマザーボードが収まらない可能性が出てきたのだ。

一体、何に悩んでいるのかわからないと思う諸君は多いだろう。

そこで、マザーボードは寝かせるのではなく、水冷ファンをCPUに固定した状態で無理やり立てて安定させた。この状態での横と奥行きと高さを確認し、余裕を持つことにした。

奥側に電源とファンを置くので、奥40cm、高さ30cm、横30cmとなった。それに合う木の板を購入し、釘で打ち付けて箱を作ることにした。カオスケースの出来上がりである。

[image: image11.jpg]



これはまだマザーボードに装着する前の状態である。
４－３．電源接続変換コード

新しいマザーボードにて装着を始めたが、何とファンと電源をつなぐコードが折れてしまっていたのである！
前回のマザーボードで、固定した後に無理な姿勢させたり解除させてばかりいた影響か。

電源から出ているコードと、水冷ファンから出ているコードを直接つなぐこともできず、ある機器で補助しようにもそれ一つでは結局つなぎ合わせることはできなかった。

しかしサプライ品を組み合わせることで、繋いで効果のあるものにすることができるように
再現することに成功した。
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こんな商品もあったのだなと、妙に感心した。助かった。
これで、わずかコードが折れただけで高い水冷ファンを買い直すなどという愚かな行為を防げたのである。

さぁ、マザーボードの組み立てだ！
４－４．グリスの必須性

組み立て始めたが、グリスがないので無理だった(本当はファンを買った時に一緒についてきていたのだが、それがグリスだと知っていなかった)

店へ行って調べてみると、注射器みたいなものの中に、コンクリート色のようなものが入っている。これがグリスだと言う。見たことがあるので家に帰って確認してみると、ファンについてきた付属品の中に、それがあったのだ。
さっそくグリスをCPUに塗布してみる。

まるで粘土のようだった。これはハケがないと塗るのは難しい。

多量に載せておいて、ファンを装着する時に圧力で押しつぶしても良いのでその方法を選んだ。

すると、BIOSが起動するときとしない時がある。何故だ？

もう一回起動するのに、しばらく時間をおかないといけない。

調べてみると、２－２の項で説明したが、上手く熱放電できておらず、CPUの温度が高すぎたのだ。
BIOSが起動できるときにBIOSでCPUの温度を確かめることもできる。

見ると、BIOSで何もしていないのに80度前後だった。これはやばい。

緊急、装着の具合を確かめてみると、水冷ファンの圧力のかけ方がおかしくて上手く密着していなかった。変な姿勢になってるせいだろう。
試しにしっかりと装着をしたところ、60度前後まで下がった。しかしこれは普通の温度なのだろうかと思い調べてみると、少し高めのようだ。ノートPCでは、重い処理をした時になる温度ぐらいである。デスクトップで水冷を使っているのだから、もう少し低くなってほしいところだ。

そう思ってグリスを丁寧に塗りなおしてみると、40度前後まで下がった。

たかがあれだけの粘土のようなものなのに、侮れない効果の代物である。

密着性能で熱伝導率があがるのだろう。
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４－５．USB扇風機と温度計の設置

かなりイレギュラーな組み立て方をしているので、温度が心配になった。(普通に作ればいいのに・・・)
そのため、ケースファンの代わりに、USBを電源供給とするミニ扇風機を買った。

季節限定商品だったので、ネットからの取り寄せだ。見た目が可愛い。
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これを木箱ケースの中に入れ、CPUに向けて風を送っているのだが、
「あれってCPU冷すためのものじゃないよね？」とどこからか声が聞こえてきそうである。

というか、実際に聞きました。

並べて室温計も設置した。40度までなら計れる。
本来通常の状態でもパソコン周辺は40度前後になるそうだ。

夏になったら赤い棒が振りきれないか心配すぎる。
これで大体常に30度前後をキープした。(観測時期は冬である)
現状では特に問題はないだろう。
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４－６．MEのメモリ認識限界領域と、USB-XPSP3の不可

ようやっとOSのインストールが始められる。ここまで長かった。
USBへのOSインストールは、サブPCにて製作済みであったため、バックアップアーカイブからこのPC(？)用へのUSB機器に復元して起動したが、何故かMEが起動しない。
調べてみると、Windows Millenium Editionなどの98系では、HDDの他にメモリの最大認識領域があった。
95～Meまでは、大容量のメモリを積んでいるとオーバーフローを起こし、逆に不足という事態が起こりうる。これはマザーボード側の能力仕様もあるが、OSの認識能力にも影響する。
98系と言われる95～Meでは最大768MBまでしか認識しないようだ。

一応、1枚1枚足していく感じで確認していったら、私のPCでは何故か2倍の1536MBまで認識した。
4スロット分全部使うとダメなようだ。

とはいえ、デュアルブートのXPでは普通に2GB使いたいし、一々抜き差しするのは面倒なため

どうしようかと思案していたところ、説明ページにあることが書いてあった。

『system.iniの[386Enh]セクションに、MaxPhysPage=60000　を追加』
これで、どれだけ積んでいても、メモリの領域が1536MBまでしか認識されないようになる。
4スロット分(2GB)挿した状態でも、1.5GB分までしか認識させないことで、Meを起動させることに成功した。
そしてXPsp1のセットアップにも成功した。

SP3にバージョンアップさせようとしたところ、システムファイルインストールして再起動後のセットアップ画面前でブルースクリーンになり、落ちてセットアップができない。
USBをハードディスクとして認識させるために、ドライバの更新も行ったのだが、SP3にバージョンアップさせるアップデートを行うと、USBから起動するようにしているシステムファイルが通常のHDD起動になるように上書きされてしまい、USBから起動できなくなるのだ。

このバグった状態でUSBをサブPCに繋ぎ、上書きされてしまった部分を手動でUSB起動になるように戻すべく、レジストリをいじろうとしたのだが、値はUSB起動の状態だった。
他の何かのシステムファイルがいけないようだが、情報がないので別の方法でSP3にしようとした。

XPのインストールで、SP1からではなく最初からSP3のものをインストールしようという魂胆だ。
だがこの方法でも、再起動後のセットアップ画面後でキーボードファイルが見つかりませんと出て、セットアップができない。
説明ページではXPのSP3をUSBにインストール可能だと書いてあったが、実際やってみてUSBにXPのSP3バージョンをインストールできないことが分かった。
SP2ならともかく、SP1ではドットネットやその他のシステムファイルをインストールできないので、できるゲームが限られることになる。残念だ。

４－７．Line-outとイヤホン端子、アンプ(増幅器)とレベル(電圧)とインピーダンス(抵抗)

USB3.0の32GB大容量フラッシュメモリに、Windows7をエクスターナルインストールした。
USB起動であるため仮想メモリが設定できず、実用には程遠い重さだ。
各種ドライバーもインストールでき、インターネットも画像表示もできるが、何故か音が出ない。
音はどうやって出力させようとしているかというと、マザーボードに繋いだサウンドボードから、line-out端子を使ってコンポーネントに変換してテレビに繋いでいるのである。
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なぜ音が出ないのか調べることにした。
規格と口は合っているが、同様の挿しこみ口で、Line-inやマイク、イヤホン端子などがある。

本当に挿しているところは合っているのか？そもそもLine-outとは？

わかっているつもりで勘違いしていないのか確認のために調べた。

Line-outとは本来、直接スピーカーなどに繋ぐもので、スピーカー内に存在するアンプで周波数を増幅させ、音の出力に至るレベル(電圧)に変換させているらしい。
ちなみに、メインPCであるノートPCのイヤホン端子に繋いでテレビに繋ぎ、音を出力するとちゃんと音楽は流れた。ということはこの買ったコードは間違っていない。
何故イヤホン端子ではOKで、line-out端子じゃダメなのか？

さらに調べ続けて行くと、Line-outとイヤホン端子はインピーダンス(抵抗)が違うらしい。
Line-outだとインピーダンスが低すぎて、テレビ内のアンプで増幅させても音が出るに至る波にまで到達していないようだ。
イヤホン端子では、インピーダンスが高いため、音の出るレベルに至る。

V=IRの法則だ。電圧(レベル)は、電流と抵抗(インピーダンス)の比である。

ただ、スピーカーの音をイヤホン等で聴く場合は、減衰する必要がある。
この説明を見ると、元から低いlineout端子でイヤホンで聴けるんじゃないの？という疑問が出てくる。だがそもそも音が出せる波に達していないのでラインアウトじゃ無理という矛盾ループが発生する。多分、減衰と言っても元のlineout状態まで下げるわけではないのだろう。
試しに、友人からスピーカーを借りて繋いでみたが、音は出なかった。
メインPCからイヤホン端子で繋いだら音は出る。

本来ならLine-out端子からスピーカーで音を鳴らせるはずなのに、このサウンドボードは何者か？という結論に至った。
とりあえずイヤホン端子でなら音は出力できるようなので、残念だがサウンドボードの再検討に差し迫られた。記憶の底から、USBから各種ボードの機能を果たせるユニットが存在するということを思い出したので、これもUSB化することにした。

USBって基本的に入力機器だと思っていたが、ここから出力機器しかも内部ボードの役割を果たせるなんて凄いと思ったので、興味が沸いたのだ。
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代替案だらけで蛇行してきたが、この機器により音の出力に成功。
ちなみに、前に買ったステレオコンポの機器を使わないのはもったいないので、これで再変換している。
このサウンドブラスターの機器には一応、元からコンポ用のものもあるのだが、これで繋いだ場合は何故か音が出なかった。

色々とまだ知識不足のようである。

これにて環境構築は終了だ。
４－８．まとめ　かかった費用とこのPCの特徴

	連番
	品目
	型番（品名）
	メーカー
	値段
	個数
	備考

	1
	ディスプレイ
	-
	Panasonic
	¥5,477
	1
	テレビの方へ映すためのダウンスキャンコンバータ

	2
	キーボード
	SCKB05-BK (ブラック)
	株式会社サイズ
	¥2,468
	2
	カバー別途購入

	3
	マウス
	SlimBlade Trackball 72327
	Kensington
	¥24,632
	2
	最高値(通常のマウス形状ではない)

	4
	ケース
	-
	-
	¥6,398
	1
	木、段ボール、布、草、プラスチック、発泡スチロール、

	5
	CPU
	socket939 Athlon
	AMD
	¥4,280
	1
	マザボに合うCPU

	6
	マザーボード
	K8NXP－SLI／939A790GMH　790GX
	AMD／Asrock
	¥11,950
	2
	手に入れられる最古のマザボ

	7
	グラフィックボード
	RD7000-LP64C
	玄人志向
	¥2,980
	1
	ディスプレイに映すための最低性能

	8
	HDD(SSD)
	カード(1G)、
USB(4GB)、USB(4GB)、
USB3.0（３２GB）
	asusHDケース付ssd
(32GB)、
asusミニ外付けHDD
(32GB)、
	¥20,000
	8
	外付けHDD1(150GB)
外付けHDD2(100GB)

	9
	CD/DVD/BD
	-
	-
	¥14,800
	1
	USBブルーレイドライブ、仮想

	10
	メモリ
	-
	-
	¥4,400
	8
	ジャンク品の高性能複数

	11
	サウンドボード
	Creative ES1373／SoundBlaster-EZREC
	MARCHAL株式会社
／Creative
	¥2,959
	2
	USBから出力するサウンドユニット

	12
	OS
	Windows Me/XP/7、ブート革命
	アーク情報システム
	¥16,000
	2
	外付けUSBトリプルブート

	13
	電源
	OWL-PSPNT450Ⅱ
	株式会社オウルテック
	¥4,980
	1
	450W

	14
	ファン
	MAMR-WCR1
	MARCHAL株式会社
	¥12,800
	1
	939対応水冷ファン

	15
	机
	-
	-
	¥998
	1
	キーボード乗せる用の机

	16
	スイッチ色々
	-
	-
	¥2,000
	4
	ケーブル小物

	17
	USB10ポート
	-
	-
	¥9,960
	2
	フラッシュメモリとか色々接続用


	総費用
	¥147,082


■特徴

ディスプレイ：ない。テレビへコンバータしている。
ケース：ない。木箱とか段ボールとか発泡スチロールとか布とか。 
HDD：ない。sata2.5内臓を外付けケースに入れてUSBで接続。 
　　　他、32GBUSB3.0フラッシュメモリなど。 
CPU：Socket939のAthlonXP64x2。2.2GHzのデュアルコア。 
CDD：USB外付けブルーレイドライブ。 
OS：外付け内臓にME/XPデュアルブート＋USB3.0にBOOT革命で７。 
ファン：水冷。他、USBミニ扇風機。
マウス：1万円越えの3Dゲーム用マウスを2個繋いでいる。 
　　　　Kensingtonのトラックボール。 
サウンド：サウンドブラスターの、USBから繋ぐやつ。 
　　　　　イヤホン端子からRCAコンポに変換したコードで 
　　　　　テレビに繋いでいる。 
メモリ：512MBx4で2GB搭載。 
　　　　MEじゃメモリ1.5GB以上搭載するとOSが起動しないので、
　　　　システムファイルで1.5GBまでしか認識しないようにしている。
　　　　USB起動なので仮想メモリが設定できず、起動しないゲームソフトがある。 
その他：USBハブ10ポートを2個繋いで全ポート使用している。 
　　　　フラッシュメモリや電源を取るもの、入力機器など。 
　　　　コードぐっちゃぐちゃ。 
　　　　箱に温度計が取り付けられてたりしている。
・つけているUSB群

マザー　　　
ハブ



　ハブ
	サウンド
	ASUS
	ブルーレイ
	ゲームパッド
	ケータイ

	USB3.0
	mini外32G
	内臓外付け150G
	マウス
	延長ケーブル

	ハブ
	USB4G
	フロッピー
	マウス
	リンクケーブル

	ハブ
	USB4G
	外付けHDD
	扇風機(電源)
	(外電源)

	-
	card1G
	(外電源)
	テンキー
	(BD電源)
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４－９．おまけ　ノートPCの分解と中身、構造

自作PCを作るにあたって、どれだけ小さくできるのかと思案していた時、デスクトップであんなにスペースを取るのに、ノートPCは何故キーボードサイズで全てを詰められるのか疑問に思っていた。
友人二人がノートPCを壊してしまったので、上記の疑問を解消するべく、解体許可を願ったところ、許可が降りたので処分を条件にゆずってもらった。

私と同じようにノートPCの中身に興味がある別の友人と一緒にノートPCをバラしていった。
途中まではドライバーを使って外していけるのだが、解体を予想されたものではないので、ノート専用マザーボードを拝むまでにどうしても破壊をやむを得ないとされる箇所が存在する。ディスプレイとキーボードの接続部分がネジではなく、プラスチックで完全に繋がってしまっているのだ。これを解体しないとマザーボードが引っ張り出せないため、ケースにはご臨終してもらった。[image: image27.jpg]
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以上。いつかはこのノートPCを復活させたい(笑)

まさに、夢である。

終わり

この部分にわずかな点がある。これがブラシだ。





裏は真っ黒。





ジャンク屋でしか手に入れることのできない、絶滅危惧種に近いと言っても過言ではない、昔のレアメモリー。PC100なのでSD-RAMだ。128MBである。1チップにつき16MBだ。高価値なハズなのに200円とは、時代も進んだものである。








この形をしたものは全般的にコンポジットといい、映像端子に限ってだけコンポーネントというのだそうだ。


友人本人も知らなかったそうで、困惑していた。





映像端子全般のことをVGA端子といい、その中にD-sub15ピンやHDMI、コンポジットなどの種類がある。


←これはD-sub15ピンである。





挿しこむ部分をスロットという。穴が2個ある。





デスクトップ画面で右クリックして、プロパティからこの設定画面に行ける。


１がノートPCで、2がテレビだ。


大ゲームでは、画面を分割した技術が使われているが、それはこれを利用したものであることがわかる。





iphoneはピントを合わせられんのです・・・ごめんなさい。画像では見難いが、これもD-sub15ピンである。口を確かめているところだ。





ノートPCの画面をテレビに投影することに成功。


1側で表示したウィンドウを、ドラッグで2側に持っていくことも可能だが、かなりやりにくい操作感だった。








マザーボード上のPCI Express x16 スロット








左側のダンボール内の木箱がそうである。


知人曰く、「パソコンがホームレスだ」とのことで、ホームレスパソコンと名付けることにした。


他、布や発泡スチロールで断熱している。


周辺機器のUSB群は右下にあるPS2の空箱の中に入っている。


混沌としている。





左のがグリスである。大抵このような形で収まっている。


性能を上げたいなら右のシリコンシートがお勧めだ。剥がす時もやりやすい。左の注射器で塗ったものだと取り外す時に汚れを拭きとれない。


お互いに数百円強なので、面倒な場合はシリコンシートが良い。





3ピンコード。


実際にはこれと2ピンコードをつなぎ合わせて、3ピンから2ピンへと変換させるコードを作った。





今更だが何をやっているのか。


コワイ！恥ずかしくなってきた。





ステレオコンポ変換コード





全体像。


USB繋ぎまくってるのでコードぐっちゃぐちゃです。





ケースの中。


奥に電源と


CPUファンがあります。


左下に一つだけポロンと出てるのが電源スイッチになります。


右下はフラッシュメモリの数々や、ドライブです。





USB群です。


下の中にあるハブには、ゲームパッド、マウス2個、テンキー、ミニ扇風機の電源、ケータイ、延長ケーブル、リンクケーブル、BDの電源、外付けの電源を繋いでいます。


上は・・・第2期のカオスPCのUSB群です＾＾；





ミニ机とキーボードとマウスです。


ミニ机はデザインセンスがいいですね。キーボードはカバーが合っていません(笑)マウスはトラックボールが何故か2個！実はさらにもう2個存在します(爆)





バイオスの起動画面です。


カメラで撮ると電波が映像に支障をきたしてしまうようなので、上手く撮れません。





ブートドライブの選択画面です。


白く選択されているところは、


Microsoft Windows XP


と書かれています。


裏が真黒だと反射してイヤン。





一応、ゲームもできます。将棋のゲームです。


ファミコンやプレステじゃありません。





マイコンピュータ画面とデスクトップです。


変な波が映っちゃってます。





もうちょっと接近して・・・これが限界でした。


これ以上近づくと、太くて黒い横線が映ってしまいます。





ノートPCに使われていたネジ群。束ねてあるが、結構な数だ。数本以上行方不明になっていると思うが、一体何本なのだろうか。さすがに数えてないが、友人曰く50本以上はあるだろうとのこと。





全体像。


真ん中がノート用マザーボードだ。下がキーボード、上がディスプレイ。左が電源。右にあるのはCPUファンになるものだ。右下はバッテリーとCDD、真ん中左にあるのはSD-CARD用スロットだ。ディスプレイの下にあるのもバッテリーである。2人の友人から使えそうな部分だけジャンク取りした。(笑)





キーボード。


上にある真っ白なのは、タッチパッドだ。





タッチパッドとキーボードの裏側。


内部はこうなっているのですね。


キーボードの押した時の感触が気持ちいい。





CPUファンとケースファンの類。銅だらけだ。冷却の話で、よく銅にこだわっている部分がよく見受けられるが、冷すのに必死であることがこのことからもわかる。





左がCDD、右がバッテリーだ。


特に記述することは何もない。





マザーボードの命の一つとなる何らかの電池。何に使うのだろうか。どこの部分だったか忘れた。





SDCard用のボードである。


ノートPC用のコネクタは、通常のものよりも一倍小さい。





CPUとヒートシンクである。分解できたのだが、これはここしか納める場所がないため元に戻してある。ここも銅だ。





一番見たかった、ノート専用マザーボード。


通常のマザーボードはスロットが縦に向いているが、ノートは横に向くように設計されている。また、サウンドやグラフィックはオンボードであり、基本的に拡張スロットはないが、ちょっとしたものをミニコネクタで繋げるようにしてある。





裏は例のトゲトゲかと思ったらそうでもなかった。


裏表両面びっしり、使えるところは使っているのである。


チップセットだと思われるものは裏に設計されているようだ。





何故かディスプレイの中に、


LANCardと思われるものが繋がれていた。これ以上分解できない(笑)こいつのせいでマザーとディスプレイの脱退に苦労しました。
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